
長期履修学生について（新入生用） 
 

長期履修学生とは，職業を有している等の事情により，標準修業年限（修士課程及び専門職学位課程２年， 

博士後期課程３年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して課程を修了することが認めら

れた者をいいます。 

入学時から長期履修学生に認定された者は，一般の学生とは異なり，修学年数に関係なく，標準修業年限 

（修士課程及び専門職学位課程２年，博士後期課程３年）分の授業料で修学することができます。 

なお，長期履修の申請は，入学時の申請のほかに在学してから申請することもできますが，２年目・３年

目に長期履修が許可された場合の授業料総額は増額となりますので，ご注意願います。（最終年次での申請

はできません。） 

 

１．申請資格 

  長期履修を認めることができる者は，本学院への入学志願者及び在学する者（標準修業年限の最終年次に

在籍する者を除く。）で，次のいずれかに該当する者とします。 

（１）官公庁，企業等に在職している者（給与の支給を受け，職務を免除されている者を除く。）又は，自ら

事業を行っている者等フルタイムの職業に就いている者 

（２）その他育児，親族の介護等前号に準ずる負担により，修学に重大な影響があると学院長が認めた者 

 

２．申請の手続き 

  長期履修学生を申請する者は，次の（１）～（３）の書類を入学願書とともに提出してください。 

（申請書様式は経済学事務部教務担当にて配付します。） 

（１）長期履修学生申請書 

（２）履修計画書 

（３）長期履修が必要であることを証明するもの（在職証明書等） 

 

３．可否の認定 

 申請書類に基づき審査の上，認定の可否を決定し，３月中旬に通知します。 

 

４．在学期間 

  長期履修学生として在学することを認められる期間は，１年を単位とし，修士課程及び専門職学位課程に

あっては３年以上４年まで，博士後期課程にあっては４年以上６年までとなります。 

 

５．授業料の年額 

  長期履修学生の授業料年額は，原則として授業料の年額に標準修業年限に相当する年数を乗じて得た額を

在学期間の年数で除した額となります。（授業料の改定時期によっては，修了までの納入予定総額が当初の

予定より増額することがあります。） 

 

６．在学期間の短縮又は延長 

長期履修学生で特別な事情がある場合は，在学する課程において，１回に限り期間の短縮又は延長を申請

することができます。 

（１）在学期間の短縮 

長期履修期間の短縮を認めることのできる期間は，標準修業年限（修士課程及び専門職学位課程２年，

博士後期課程３年）に１年を加えた期間までとします。 

長期履修期間の１年短縮を希望する場合は，長期履修期間が終了する日の２年前（博士後期課程におい

て２年短縮を希望する場合は３年前）までに「長期履修学生在学期間変更願」を提出し，承認を得なけれ

ばなりません。  

（２）在学期間の延長 

長期履修学生は，在学期間の延長をすることができます。在学期間の延長を希望する者は，当初の長期

履修期間が終了する日の１年前までに「長期履修学生在学期間変更願」を提出し，承認を得なければなり

ません。 

なお，長期履修期間は，修士課程及び専門職学位課程４年，博士後期課程６年を超えることができませ

ん。 

 

７．その他 

長期履修学生の申請にあたっては，あらかじめ，指導予定教員とよく相談してください。 

 


